
ちよっと一息、、 穣 ゆ コラム ８
市毛勝三

いじめ問題を通して薬物依存を考える

少し前のことになるが、学校に 通う子どもたち の
「いじめ問 題」で無視 でき

な いニュースがあった。
「『「いじめ 被害 の友 救 えず』／ 中３、硫 化 水 素自殺

／川 崎」の 見 出しで、新 聞 の社 会面 で報 じられた。記 事の 扱 いは、それ ほ ど

大きくなかった の で、関心の な い人は 読み 過ごしたかもしれな い。以下 のよ

うな内容だった▼神奈川県川崎市麻生区の市立中学３年の男子生徒（１４

）が、友人 をい じめ から助 けられ な かったことを悩 む内 容 の遺 書 を残し、自

宅 で６月 ７日に自 殺した。警 察 によるとＪ吊宅した 母親（４４）がトイレで倒

れている男 子 生徒 を発見、病院 に搬 送された が問もなく死 亡した。トイ レに

は バケツと薬 品の 容器 が置 いてあり、硫化 水 素による自殺とみられる。死因

は 薬物 による中 毒 死 だった、という▼ 記 事で は
「市教 委 は自 殺 の原 因を 慎

重に 調査している」とした が、もし生 徒の自殺 が報 道の 通リだとしたら、今時

珍しくなんて正 義感 の強 い生 徒な んだろうと思う。半 面、過剰 な 責任 感 はい

い として、い くらな んで も 死 ぬことは な い の に、とも 思う。そ れ 以 上 に、こ の 生

徒 の死を 情緒 的な 反 応で終 わらせ たくなし＼ 出口 の見えな いいじめ問 題で

大事 な ヒントになるの ではな いか、との個 人 的な 感想を抱く▼この年 代（思

春期 前半）は大 人が 考える以 上にナイーブな心 性が 広がり、死と隣り合わ せ

にある時 期 でもある。個 人差 はある にせよイノ センス（無垢）な 心情 はとて

も振幅 が激 しく、内 面を 無傷で 通過 し、成長させることは難しいとも 言える。

だから、ストレートにいじめ 問題 に立ち向かう子どもが いても不思 議で はな

い。た だ、この生 徒のような 自殺 のケースは例 外だろうと思う▼というのも、

そこに はい じめ 問題 の 大きな 困 難 が横 たわって いるからだ。現 実 には あり

得な いとしても、人問 の倫理 の究 極の在り方からすれ ば、本 来的 には いじめ

た側の人間が自己処罰としての自殺に至るのなら論理的につじつまが合う

。なのに、今回 のように いじめられる側 に近 い生 徒が友 を救えな かったと責

任を感じて自ら死 を選ぶ のは 理不 尽では な いか▼どうやらいじめ問 題に は

、いじめる側 が 自分たち のいじめの 行 為によって、いじめられ た 子どもを自

殺させ たとしても、自分を深く見 つめ 直 す視 線を保ち にくいようだ。死に 追

いやっ たという罪の 意識を 形成 ｕこくく、自分 自身 に対 する深 い内省 を持ち

にくい構 造が あり、いじめられる側 が一 方的に割 を 食うように、追 いつめら
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れる構 造がある▼このように、いじめ 問題 は一 般に 論じられるよりも構造 が

複 雑で、これ が解決 を難しくしている。いじめの 力学 は、能力でも外 見でも何

でも いい が、違 いを見 つけ、そ れを根 拠に 差別 を構造 化していく。人 間が持

つ、醜 悪な 本質の 表出かもしれな い。そうして一人 を多数 が取り囲 ん標 的 に

する。しかし、自分 が 多 数 派 の 中 に いても 安 穏として は い られ な い。い つ

、自分が次の標的となるか分からないからだ▼この時期、仲間との結束

やきずなはとても重い。ワルであればワルなほど、内部には強固な連帯

感 が 形 成さ れる。まして や い じめ ら れて いて も、先 生 に 密 告 するの は 屈

辱 以 外 の 何 もの で も な い。が つ て暴 走 族 の 全 盛 時 代 に は シンナ ー が、こ

の結束を補強する道具だった。薬物依存症者は大なり小なり、いじめら

れ た 経 験 を 持 つ 者 が 多く、癒 さ れ な い 孤 立・孤 独 感 を 埋 め 合 わ せ、心 の

痛みを酔いによって忘れさせてきた過去を持つ▼覚せい斉Ｉ」などの単純

自己使用をいじめ問題と絡めるなら、自分に対する自傷行為そのもの

で、ほかならない自分自身の精神と肉体を破壊し、挙げ句に犯罪者に仕

立て上げるという奇妙な関係がある。この被害者と加害者を同じ人間が

体現する構造に、ある種の可能Ｉ性を見いだせないだろうか。薬物依存症

者が演じる矛盾した構造の中に、いじめる側・いじめられる側の心情が
一緒に封じ込められていると考えるなら、これまで踏み込めなかった被

害・加 害 の 限 界 を 超えられ そうな 気 が する の だ が …。

※ 筆 者 プ ロ フ ィ ル ＝ 市 毛 勝 三 （い ち げ ・ か つ み） 元 地 方 紙 記 者。 現 在 は フ リ ー ジ ャ ー ナ リ ス ト。

ダルク支援者の一人で、 薬物依存症問題などをテーマに据える。 著書に
ｒ漂流の果てに」ｒ我ら

回 復 の 途 上 に て」 ｒ少 年 犯 罪 論」 な ど。 コ ラ ム は 随 時 掲 載 し ま す。
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